
五
月
十
四
日
に
、
一
組
総
支

部
で
申
し
入
れ
を
行
い
、
人
材

育
成
に
必
要
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
設
置
に
関
す
る
質
問
、

要
望
、
細
目
等
に
つ
い
て
の
当

局
の
考
え
方
が
、
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
。
検
討
中
の
事
項
も
あ

る
も
の
の
、
現
状
の
内
容
は
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。

研
修
施
設
つ
い
て
は
、
受
け

入
れ
可
能
な
規
模
、
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
設
備
を
有
す
る
新
江
東

清
掃
工
場
に
な
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
、
当
該
工
場
に

は
極
力
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

に
す
る
。

一
組
総
支
部
が
要
望
し
て
い

る
、
飯
田
橋
の
一
組
本
庁
付
近

に
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
開
設
は
困
難
で
あ
る
こ
と
。

メ
ー
カ
ー
と
の
調
整
や
改
修

で
最
大
限
の
効
果
を
検
討
す
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
メ
ン
バ
ー

の
過
度
の
負
担
を
減
ら
す
よ
う

に
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
を
利
用

し
、
情
報
共
有
化
を
図
り
、
会

議
の
回
数
な
ど
を
減
ら
す
処
置

を
講
じ
る
こ
と
や
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の

重
要
性
を
認
識
し
て
、
二
年
間

の
人
的
処
置
を
行
う
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
効
果
的
な

成
果
を
得
る
こ
と
。

研
修
生
の
推
薦
な
ど
は
、
工

場
長
と
十
分
に
相
談
を
す
る
等
、

考
え
方
を
含
め
て
の
回
答
と
な
っ

て
い
る
が
、
新
江
東
清
掃
工
場

の
運
転
係
、
整
備
係
と
連
携
し

て
研
修
す
る
と
な
る
と
、
明
ら

か
に
当
該
係
の
通
常
業
務
と
の

関
わ
り
が
あ
り
、
負
担
が
増
え

る
こ
と
は
懸
念
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
技
術
工
作
実
務
を

技
能
研
修
等
と
す
る
と
な
れ
ば
、

工
作
室
の
使
用
が
前
提
と
な
り
、

本
務
の
整
備
係
と
の
共
有
が
増

え
る
。
や
は
り
、
研
修
場
所
の

別
途
用
意
を
す
べ
き
あ
る
。

現
在
の
中
央
制
御
室
の
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
別
の
場
所
に

設
置
す
べ
き
な
ど
が
今
後
の
課

題
や
確
認
に
な
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
が
、
労

務
管
理
強
化
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。
研
修
生
を
受
け

入
れ
る
工
場
側
の
負
担
へ
の
対

応
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
点
、
新
た
に
新
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
造
る
べ
き
の
要

望
が
困
難
と
の
回
答
が
あ
る
が
、

建
設
に
向
け
た
考
え
や
計
画
の

不
十
分
な
こ
と
。

各
支
部
や
組
合
員
も
重
大
な

関
心
を
持
っ
て
い
る
清
掃
一
組

の
緊
急
課
題
と
し
て
の
、
技
術
、

技
能
継
承
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
計
画
、
実
務
、
予
算
な

ど
細
か
な
点
な
ど
検
討
を
重
ね

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

仮
称
で
あ
る
が
、
研
修
コ
ー

ス
の
種
類
と
し
て
、
次
の
セ
ッ

ト
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

①
運
転
実
習
コ
ー
ス

②
危
機
管
理

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

③
整
備
点
検
実
習
コ
ー
ス

④
設
備
技
能
実
習
コ
ー
ス

⑤
設
計
、
工
事
、

委
託
管
理
実
習
コ
ー
ス

⑥
分
析
業
務
実
習
コ
ー
ス

し
か
し
、
各
工
場
単
位
で
の

作
業
内
容
は
、
若
干
の
違
い
が

あ
る
の
が
事
実
で
あ
り
、
配
属

し
て
い
る
職
場
で
の
実
習
が
効

果
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

実
施
に
向
け
て
は
、
さ
ら
な

る
解
明
が
必
要
で
あ
る
。

六
月
十
三
日
に
、
一
組
総
支

部
常
任
委
員
に
よ
る
、
本
年
度

の
夏
季
休
暇
改
善
要
求
の
申
し

入
れ
を
行
っ
た
。

そ
れ
に
対
す
る
考
え
方
が
示

さ
れ
、
回
答
と
し
て
、
組
合
要

求
に
あ
る
日
数
増
は
、
困
難
な

状
況
で
あ
り
、
規
定
の
日
数
と

な
る
。
定
年
前
の
職
員
は
五
日

と
し
、
七
月
一
日
よ
り
、
九
月

三
十
日
ま
で
承
認
す
る
。

短
時
間
の
再
任
用
職
員
は
、

四
日
と
し
、
再
雇
用
職
の
月
十

六
日
勤
務
は
四
日
、
月
十
三
日

勤
務
職
員
は
三
日
に
な
る
。

取
り
扱
い
は
、
日
単
位
で
あ

る
が
二
回
を
限
度
に
半
日
単
位

も
承
認
と
な
っ
た
。

組
合
は
、
「
完
全
取
得
が
で

き
る
配
慮
を
」
と
重
ね
て
要
望

を
し
た
。

若
者
の
間
で
は
、
ア
ッ
プ
ル

の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
が
音
楽
ツ
ー
ル
と

し
て
不
動
の
人
気
が
あ
る
。

そ
の
ア
ッ
プ
ル
が
、
携
帯
電

話
と
Ｉ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
、
マ
ル
チ
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
Ｉ
フ
ォ
ン
な

る
も
の
を
発
売
す
る
と
い
う
。

前
評
判
は
上
々
と
言
う
が
、

果
た
し
て
ほ
ん
と
に
売
れ
る
の

か
ど
う
か
。
と
言
う
の
は
、
私

の
無
線
仲
間
で
、
ア
メ
リ
カ
テ

キ
サ
ス
育
ち
の
同
年
代
の
友
人

が
い
る
が
、
私
の
手
の
平
の
大

き
さ
が
、
小
学
生
と
お
と
な
の

お
じ
さ
ん
の
手
ぐ
ら
い
に
違
う

の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
小
型

で
薄
型
、
軽
く
て
高
性
能
が
主

流
の
携
帯
電
話
事
情
で
あ
る
。

確
か
に
Ｉ
フ
ォ
ン
は
、
高
機

能
で
最
新
技
術
の
粋
を
集
め
た

こ
と
は
認
め
る
が
、
大
き
さ
は
、

や
は
り
ア
メ
リ
カ
ン
ナ
イ
ズ
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

日
本
人
の
物
好
き
は
有
名
で
、

誰
も
が
欲
し
い
の
は
事
実
で
す

が
、
日
本
で
の
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
あ
ま

り
普
及
し
て
い
な
い
の
は
、
そ

の
大
き
さ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

料
金
も
安
い
と
い
う
が
、
ロ
ー

ン
形
式
の
料
金
体
系
で
あ
れ
ば
、

安
く
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

い
ろ
い
ろ
考
え
て
見
た
ら
、

国
内
メ
ー
カ
ー
で
、
す
で
に
発

売
機
種
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
を
搭
載
し
た
、
薄

型
多
機
能
小
型
携
帯
電
話
を
、

安
く
市
場
に
出
す
よ
う
願
う
の

は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
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福田雄一

６月７日から９日まで
清掃本部組織集会

１８日一組総支部執行委員会
２５日一組総支部常任委員会
２７日 一組総支部委員会

主な取り組み

専門委員会交渉、解明要求 文
化厚生活動の推進、野球、 ボ
ウリング大会の実施、意見 集約

組織対策、異動問題、安全衛生
課題、 昼休み搬入問題、 職員
互助について、
労働災害、アウトソーシング。
題、賃金問題、育児休暇等

六
月
七
日
よ
り
九
日
ま
で
、

東
京
清
掃
労
働
組
合
主
催
の
第

三
十
三
回
組
織
集
会
が
、
箱
根

路
開
雲
で
開
か
れ
た
。

東
京
清
掃
本
部
、
各
支
部
代

表
、
地
連
、
一
組
総
支
部
、
清

掃
関
連
協
な
ど
が
結
集
し
、
こ

れ
ま
で
の
総
括
、
今
後
の
方
針
、

作
業
計
画
や
取
り
組
み
な
ど
を
、

議
論
、
検
討
す
る
内
容
の
集
会

で
あ
る
。

席
上
、
東
京
清
掃
労
働
組
合

西
川
委
員
長
よ
り
、
賃
金
問
題
、

組
織
問
題
、
す
べ
て
の
総
括
を

踏
ま
え
、
議
論
を
展
開
し
て
い

く
、
そ
し
て
難
問
を
解
決
す
る

組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
具
体

例
を
上
げ
な
が
ら
、
三
日
間
の

短
い
時
間
を
有
意
義
に
活
用
し
、

今
後
の
闘
い
に
勝
利
し
よ
う
挨

拶
し
た
。
来
賓
挨
拶
や
他
都
市

労
組
組
織
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
、

大
島
書
記
長
の
基
調
報
告
が
あ

り
、
賃
金
部
長
の
報
告
の
後
、

地
連
別
の
分
散
会
、
主
に
作
業

計
画
、
配
車
、
粗
大
委
託
の
問

題
な
ど
が
座
長
を
中
心
に
話
し

あ
っ
た
。
二
日
目
は
、
地
連
ご

と
の
分
散
会
、
午
後
か
ら
は
、

一
組
総
支
部
の
分
散
会
が
開
か

れ
た
。

内
容
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
問
題
、
人
員
問
題
、
組
織
問

題
、
職
員
採
用
や
、
工
場
実
態
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
議
論
が
集
中
し
、
当
該
支

部
の
意
見
な
ど
も
述
べ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
各
支
部
役
員
の
補

充
に
つ
い
て
、
現
行
の
役
員
が

同
年
代
の
こ
と
も
あ
り
、
次
の

組
織
を
担
う
若
手
の
育
成
や
掘

り
起
こ
し
を
行
う
必
要
も
あ
る

と
の
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

三
日
目
は
、
地
連
単
位
の
分

散
会
議
論
の
ま
と
め
に
な
っ
た
。

各
区
交
渉
の
進
行
状
況
や
、

作
業
計
画
の
中
身
、
サ
ー
マ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
作
業
実

態
、
廃
プ
ラ
問
題
な
ど
、
現
場

に
お
け
る
困
難
な
対
応
な
ど
も
、

ま
と
め
ら
れ
た
。
近
々
に
、
本

部
よ
り
記
録
集
と
し
て
発
行
さ

れ
る
が
、
現
状
の
困
難
性
を
当

局
に
追
求
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
一
組
総
支
部
も
、
組
織
構

築
に
向
け
て
、
委
託
あ
り
き
の

当
局
に
即
時
撤
回
を
要
求
し
、

新
規
人
員
の
採
用
、
直
営
堅
持

を
訴
え
る
取
り
組
み
を
行
う
。

一組総支部の分散会にて議論された主な内容

○固有化職員の組織化状況 ○区派遣職員の組織化状況
○予算要求 ○昇格 ○交渉等の周知方法 ○動員関係
○スポーツ活動、親睦交流 ○組合員からの意見等



五
月
二
十
八
日
、
江
東
区
潮

見
野
球
場
で
開
催
さ
れ
た
、
一

組
総
支
部
親
睦
交
流
野
球
大
会

の
報
告
で
す
。

参
加
チ
ー
ム
は
、
十
二
支
部

チ
ー
ム
で
し
た
が
、
他
に
個
人

参
加
が
あ
り
、
延
べ
百
二
十
人

ほ
ど
の
野
球
好
き
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
ま
し
た
。

朝
一
番
の
試
合
時
間
で
し
た

の
で
、
大
変
な
状
況
だ
と
思
い

ま
し
た
が
、
定
刻
に
は
集
合
完

了
し
、
開
会
式
を
始
め
ま
し
た
。

朝
の
挨
拶
に
は
、
一
組
総
支

部
の
箱
田
副
委
員
長
、
午
後
か

ら
は
、
一
組
総
支
部
の
岡
沢
委

員
長
が
挨
拶
さ
れ
、
江
戸
川
工

場
支
部
山
下
審
判
の
紹
介
後
、

試
合
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
時
間
は
、
九
十
分
で
白

熱
し
た
試
合
の
様
子
で
し
た
。

シ
ー
ド
チ
ー
ム
か
ら
、
塁
審

の
応
援
を
い
た
だ
き
、
わ
き
あ

い
あ
い
と
皆
で
野
球
を
楽
し
ん

で
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
、
次
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

一
回
戦

中
央
工
対
○
板
橋
工

墨
田
工
対
○
品
川
工

多
摩
川
工
対
○
大
田
工

○
世
田
谷
工
対
有
明
工

二
回
戦

葛
飾
工
対
板
橋
工
○

豊
島
工
○
対
品
川
工

港
工
対
大
田
工
○

世
田
谷
工
○
対
一
組
本
庁

こ
れ
に
よ
り
、
決
勝
戦
は
豊

島
工
対
大
田
工
、
二
位
、
三

位
決
定
戦
は
、
世
田
谷
工
対
板

橋
工
が
、
六
月
下
旬
か
ら
七
月

上
旬
に
予
定
さ
れ
て
試
合
が
行

わ
れ
ま
す
。
場
所
時
間
は
未
定

で
す
が
、
近
々
に
調
整
い
た
し

ま
す
。

終
了
後
、
参
加
さ
れ
た
皆
様

か
ら
、
年
二
回
春
秋
に
開
催
で

き
な
い
か
、
グ
ラ
ン
ド
を
変
え

る
こ
と
は
で
き
る
か
、
時
間
や
、

予
算
を
増
や
し
て
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
互
い
様
な
の
で
す
が
、

確
か
に
、
グ
ラ
ン
ド
の
場
所
決

め
は
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
の

が
実
態
で
す
。
夕
刻
の
ナ
イ
タ
ー

も
視
野
に
入
れ
、
選
考
は
公
平

に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
教

宣
部
と
し
て
は
考
え
て
い
ま
す
。

尚
、
試
合
中
に
撮
影
し
た
画
像

す
べ
て
を
、
Ｃ
Ｄ
に
焼
き
、
参

加
支
部
に
配
布
予
定
で
す
。

印
刷
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

ヤ
マ
ハ
Ｄ
Ｔ
１
二
五
〇
Ｃ
Ｃ

の
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
車
で
、
走

り
の
ホ
ン
ダ
、
デ
ザ
イ
ン
の
ヤ

マ
ハ
と
言
わ
れ
る
由
縁
の
バ
イ

ク
で
す
。
当
時
、
ホ
ン
ダ
ド
リ
ー

ム
Ｃ
Ｌ
７
２
と
い
う
ス
ク
ラ
ン

ブ
ラ
ー
車
が
人
気
が
あ
っ
た
が
、

本
格
的
な
オ
フ
ロ
ー
ド
仕
様
の

Ｄ
Ｔ
１
は
、
当
時
と
し
て
は
、

爆
発
的
な
売
れ
行
き
を
示
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
、
重
た
い
、
遅

い
な
ど
の
バ
イ
ク
を
一
掃
し
た

軽
さ
と
吹
け
あ
が
り
の
良
さ
が

売
り
で
、
２
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー

ツ
車
の
看
板
に
な
っ
た
。

ヤ
マ
ハ
ミ
ニ
ト
レ
な
ど
の
デ

ザ
イ
ン
同
様
に
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
手
間
や
、
オ
ー
ト
ル
ー
ブ

分
割
給
油
の
お
か
げ
で
、
手
軽

に
楽
し
め
る
バ
イ
ク
で
あ
る
。

三
年
ほ
ど
乗
っ
た
感
じ
で
は
、

軽
い
こ
と
は
認
め
ま
す
が
、
排

気
煙
で
は
苦
労
し
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
パ
ー
の
背
中
ま
で
跳

ね
上
が
る
の
で
困
り
ま
し
た
が
、

ス
ロ
ッ
ト
ル
が
軽
い
こ
と
、
走

る
の
に
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な

い
の
が
一
番
の
嬉
し
さ
で
し
た
。

次
に
ホ
ン
ダ
Ｃ
Ｔ
１
１
０
で

す
。
一
概
に
、
カ
ブ

と
は
言
え
な
い
機
能

を
持
つ
サ
ブ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
付
の
エ
ン
ジ
ン
は

タ
フ
で
、
取
り
回
し

も
よ
い
。
外
国
、
特

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
で
人
気
が
あ
り
、

日
本
で
も
、
ハ
ン
タ
ー

カ
ブ
な
ど
と
呼
ば
れ

て
ツ
ー
リ
ン
グ
に
は

よ
く
見
か
け
る
バ
イ

ク
で
あ
る
。
魚
釣
り

に
行
っ
た
り
キ
ャ
ン

プ
に
使
用
す
る
ラ
イ

ダ
ー
が
多
い
こ
と
も

事
実
。
普
通
の
カ
ブ

か
ら
乗
り
換
え
た
人

か
ら
聞
く
と
、
「
大

事
に
し
た
い
の
で
山
に
は
行
か

な
い
よ
」
と
の
お
話
し
で
あ
る
。

確
か
に
大
切
に
し
て
い
る
の

は
わ
か
り
ま
す
が
、
新
車
は
手

に
入
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

一
度
、
数
分
だ
が
乗
っ
て
み

た
感
じ
は
、
カ
ブ
で
は
な
い
よ

う
な
乗
り
ご
ご
ち
で
あ
っ
た
、

つ
ま
り
、
外
国
車
の
感
じ
で

あ
る
。
国
産
車
と
外
車
の
違
い

は
、
車
両
価
格
や
乗
り
心
地
、

優
越
感
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
気
分
的
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。
バ
イ
ク
を
大
切
に

す
る
人
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
ね
。
台
湾
製
や
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
製
、
印
度
製
な
ど
、

外
国
車
が
増
え
る
中
で
、
自
分

に
合
っ
た
バ
イ
ク
選
び
を
す
る

の
も
楽
し
み
な
の
で
す
。

規
制
が
緩
い
舶
来
バ
イ
ク
、

デ
ザ
イ
ン
と
信
頼
性
の
国
産
車
。

大
型
車
、
ス
ク
ー
タ
ー
と
困
る

ほ
ど
種
類
が
あ
り
、
ど
れ
が
い

い
か
な
と
考
え
て
い
る
う
ち
に

新
型
車
が
出
て
く
る
の
で
買
う

の
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
私

み
た
い
に
古
い
バ
イ
ク
を
修
理

し
て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う
で

す
「
い
つ
で
も
買
え
る
ぞ
」
と

言
い
た
い
で
す
が
ね
え
、
、

自
慢
の
愛
車
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
。
性
能
や
写
真
な
ど
。

小
学
生
の
時
、
多
摩
川
河
川

敷
の
イ
ベ
ン
ト
に
行
っ
て
始
め

て
見
た
、
ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機
の

デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
半

世
紀
が
過
ぎ
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
心
が
今
で
も
蘇
り

ま
す
。
当
時
は
、
真
空
管
式
の

ラ
ジ
オ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
し
た
。

い
わ
ゆ
る
シ
ン
グ
ル
ト
ー
ン

の
信
号
で
、
エ
ス
ケ
ー
プ
と
呼

ば
れ
る
カ
ム
の
動
き
で
ラ
ダ
ー

を
操
作
し
て
い
ま
し
た
。
今
の

プ
ロ
ポ
シ
ョ
ー
ナ
ル
式
と
は
、

え
ら
い
違
い
ま
す
。

当
時
、
日
本
で
は
、
日
の
出
、

双
葉
や
三
和
無
線
、
小
川
精
機

な
ど
が
製
作
し
て
い
ま
し
た
が
、

高
嶺
の
花
で
、
見
て
る
だ
け
で

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
今
で

は
手
元
に
あ
り
、
家
族
に
文
句

を
言
わ
れ
な
が
ら
、
エ
ン
ジ
ン

の
手
入
れ
な
ど
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
ス
ケ
ー
ル
機
の
グ

ラ
マ
ン
Ｆ
６
Ｆ
で
す
。
飾
り
も

の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
た
ま

に
引
っ
張
り
出
し
て
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
し
て
い
ま
す
。

格
納
庫
が
ほ
し
い
で
す
な
。

昨
年
の
ア
マ
フ
ェ
ア
で
見
つ

け
、
タ
ダ
同
然
で
入
手
。

昭
和
三
十
八
年
製
の
入
門
用

受
信
機
を
レ
ス
ト
ア
し
ま
し
た
。

簡
単
な
回
路
で
学
習
実
験
用

に
開
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
ス

タ
ン
バ
イ
回
路
も
あ
り
、
通
信

型
と
し
て
、
無
線
少
年
に
は
人

気
で
し
た
。
九
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
で

海
外
放
送
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

音
質
の
切
り
替

え
ス
イ
ッ
チ
が

つ
い
て
、
聞
き

や
す
い
ラ
ジ
オ

で
す
。

一組総支部内の文化厚生活動が盛んになってきました。
すでに、清掃一組に登録した、野球や卓球などのチーム
は数多く予算計上され、活動も進んでいるようです。

一組総支部では、年一回の親睦交流野球大会、ボウリ
ング大会、卓球大会などが開催されており、広く活動が
展開されています。

そこで、親睦交流を基本に、楽しむことができる同好
会なるものができれば、うれしいですね。
現在、上記以外に声が上がっているのは、サッカー部、

旅行会、写真撮影会、アマチュア無線クラブ、釣り同好
会、鉄道模型同好会などがあり、今後、何らかの募集の
お知らせがあるかもしれません。
一組総支部教宣部としても、応援していく方向です。

同好会会員の規模は、概ね１５名程度の会員の確保がで
きていて、年間に活動の計画があること。責任者と会計
担当がいることなどで、その他は細かく言いません。

問い合わせ先は、教宣部になりますが、同好会結成の
承認は、予算の関係もあり、一組総支部委員会にて決定
させていただきます。
是非、同好者を探して、始めてください。
この同好会参加対象は、基本的に、東京清掃労働組合の、

一組総支部組合員、再任用、再雇用職員、区派遣職員
（当該一組総支部各支部単位の同意が必要）になります。

お互いを知る、いい機会になります。団結して要求貫
徹に向かうことができる仲間作りをモットーにチャレン
ジしてみませんか。


